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桑 名 真 人（クワナマヒト）

1962年４月21日紋別市生まれ

北海道北見北斗高校から北海道大学教養部理Ⅱ系を経て

農学部農業経済学科卒

大学の途中で、化学系から社会科学の勉強に変更。

バブルの上げ潮の時代から、就職して10年経って、バブルの崩壊を

見て、その後の時代を生きて来ました。

（趣味） 並コリドラス（熱帯魚）、ヤドカリ飼育、

オートバイで農山漁村を走ること

自 己 紹 介



時期 勤 務 先 主 な 業 務 世の中の動き

1985年 北海道に採用（農業経済職）
釧路支庁勤務を経て、道農政部勤
務

・課内の予算経理、給与事務等
・農業系の資金貸付、協同組合の検査、補
助金事務等

・関係団体や大学との調査研究事業

・プラザ合意
・冷戦終結

1994年 農林水産省勤務（北海道対策室） ・北海道庁との連絡調整
・調査研究、検討事業等

・バブル崩壊

1996年 再び、北海道農政部勤務の後、留
萌支庁勤務を経て、三度、農政部
勤務

・道庁版農業白書の編纂、資料室の管理、
道産農産物の消費拡大の取組み、農業
技術系職員の人事管理等

・ＷＴＯ発足
・米国同時多発テロ
・ＢＳＥ国内初確認

2006年 再び、農林水産省勤務を経て、道
庁経済部、農政部勤務

・県立農業大学校等の支援
・文部科学省との農業教育の窓口

・米国でiPhone登場
・震災

2012年 根室振興局地域政策部長 ・総務、税務、地域政策（若手職員
との交流）

・ＥＰＡ（経済連携
協定）の進展

2018年 北海道立総合研究機構
花・野菜技術センター

・花・野菜の研究業務の管理
・担い手・技術者の研修事業の管理

・まち・ひと・しご
と創生

2020年 再び、農政部勤務 技術支援担当局長 ・試験研究、農業改良普及センター、
病害虫防除所の管理

・担い手育成対策

・新型コロナウイル
スのまん延

2022年 北海道静内農業高等学校副校長
同校にて定年退職、再任用

・マイスター・ハイスクールの事業
管理

2024年 北海道農産協会てん菜部長 ・てん菜取引に係る立会業務の推進
・てん菜の試験研究の推進
・砂糖の正しい理解の推進 糖

職 歴



子どもたちや若い皆さんの健やかな成長のため、

砂糖の正しい理解につきましてもよろしくお願いします！



マイスター・ハイスクールへのきっかけ（１）

農政部各位のおすすめ

教育庁各位の丁寧な対応

文部科学省の公募資料



マイスター・ハイスクールへのきっかけ（２）

・・・世界全体が第４次産業革命に向けた・・・ＤＸを進めていく上で、

産業政策と高校教育の結節点である専門高校において、

持続可能な産業成長・企業変革力の基盤となる人材供給を担う革新の緊急性
は高まる・・・



・・・世界全体が第４次産業革命に向けた・・・ＤＸを進めていく上で、

産業政策と高校教育の結節点である専門高校において、

持続可能な産業成長・企業変革力の基盤となる人材供給を担う革新の緊急性
は高まる・・・

このフレーズにほだされ・・・

クワナも、もう、人生、余録だろ！
（先輩のおことば）

もうすこし、がんばってみる覚悟

マイスター・ハイスクールへのきっかけ（３）



マイスター・ハイスクール

について



マイスター・ハイスクールについて（１）



マイスター・ハイスクールについて（２）

○ カリキュラムの刷新・実践
・外部講師の講義や外部での実習、視察等を織り込み。
・学科・コースが異なる全ての生徒が、食品・園芸・馬事・乳
牛の全ての農場実習に取り組み。

・探究型学習への紐付け（教科横断・課題研究・国際理解等）。
○ 教育関係者じゃないヒトが職員室の管理職に加わる。
○ 大学ではおなじみの産業実務家教員が高校にて加わる。
○ 企業等の施設・設備を使わせていただく。
○ ・・・

文部科学省が示したこと

現場で実際にやった、やれたこと



マイスター・ハイスクールについて（３）

○産業実務家教員

獣医師 中西真吾氏

・日本軽種馬協会（JBBA）静内
種馬場・場長、軽種馬トレー
ニングセンター長を経て、静
内農業高校の産業実務家教員

・馬事コースの実習指導ととも
にプロジェクト学習の指導

・馬術部の技術指導

・JRA（中央競馬会）、JBBA、
HBA（日高軽種馬農協）等と
の連絡調整 等



マイスター・ハイスクールについて（４）



マイスター・ハイスクールについて（５）

事例：国分北海道と連携した食品科学科の取組



マイスター・ハイスクールについて（６）

事例：食品科学科の取組の変化



学校の中に入って

気づいたこと



学校の外と中（対比）※表の記載は個人の感想です。

学校の外（例：役所組織）

文書を起こし、詳細・丁寧な再現
口頭での報告、迅速に判断まで時間を
かけない

例えば報告

学校の中

例えば会議 次第、出席者名簿を用意して、事
後報告も丁寧なまとめ

会議中での飲み込み重視
原則、関係者全員参加

例えば事故、
事件

ラインが長かったり、関係部署が
複数になると報告、意思決定が遅
延しがち

校長、教頭の指示のもと、その場でいる
教職員で役割分担で素早い対応

（マイスター・ハイスクールでの気がかり）

職場の体制・文化の違いを相互に吸収できるのか？

体制、取組
の冗長性

毎年、柔軟に組織、人事、予算、
事務事業等を見直し
一年間の間にも、実務内容の変
更、調整等多数

学校行事、授業による時間的な制約
間口、学科による組織、人事の制約
経常的な支出による予算制約



学校（職員室）で知ったことば（１）

心理的
安全性

自己
肯定感

メタ
認知

一般の職場で
あまり使うことのない
「ことば」であるが、

職業人として、
能力開発につなげるため、

「チャレンジ」を

働きかける上でも
大切なポイント
ではないか

職場の安全にも
大切なことだダワ

コミニュケ－ション、
連携強化にも
大切なことダワ



学校（職員室）で知ったことば（２）

そして、「探究型学習」
「主体的・対話的で深い学び」

･･･予測困難な社会の変化に主体
的に関わり、感性を豊かに働か
せながら･･･どのようなみらいを
創っていくのか、どのように社
会や人生をよりよいものにして
いくのかという目的を自ら考
え、･･･

学習指導要領解説
公民編 です。



国際交流と英語教育の事例



学校での取組のこれま
での成果はこちらから

英語教育の充実・国際交流の展開（１）



① 英語科の先生からの発議
短期留学生の受入に向けた企画書の作成

② 管理職の手元へ・管理職からさらにその先へ

町のロータリークラブへ

英語教育の充実・国際交流の展開（２）

農林水産省
が協力する
下地

１ マイスター・ハイスクール以前

日本政府（農林水産省）と仏国政府の
農業教育に関するプロジェクト
● 両国の学校の交流促進

→ そのためのマッチング

２ マイスター・ハイスクール1年目（R３年度）

北海道農業公社
（担い手施策の担当へ）

仏学生を受け入れるための資金
に目途

しかし、
取組は停滞

農業系公益法人
の公的資金

奉仕団体からの
助成



英語教育の充実・国際交流の展開（３）

① 生徒会主催のオール英語の歓迎式
② 生徒も留学生も協力して、学校祭を成功に。

３ マイスター・ハイスクール２年目（R4年度）

受入準備の加速日本政府（農林水産省）の支援
～ 両国の学校の橋渡し

ホストファミリーの協力

《視察先の協力》

競馬関係施設、大学研究農場（農場長・農業科）

※ 日頃から連絡できる環境づくりの心がけ

教職員、地域、そして、生徒の歓待

農林水産省の
仲介

町内のホスト
ファミリーの協力

町内の競馬関係
団体の協力

大学研究農場の
協力



生徒・地域の歓待（実際の歓待の様子）

英語教育の充実・国際交流の展開（４）



４ マイスター・ハイスクール２年目（R４ ２月）

日本政府（農林水産省）の事業 生徒・教員５名
が渡仏

英語教育の充実・国際交流の展開（５）

５ マイスター・ハイスクール３年目（R５）

米国

生徒が主体的に海外へ
～ 公募型の事業の活用

米国 豪州

海外学校との交流による
異文化理解の取組を充実

６ マイスター・ハイスクール終了後（R６）

農林水産省の協力

公募団体の協力

次ページ参照

次々ページ参照



生徒が次々海外へ ～ 公募型の事業の活用

英語教育の充実・国際交流の展開（６）



英語教育の充実・国際交流の展開（７）

海外学校との交流による
異文化理解の取組を充実

６ マイスター・ハイスクール終了後（R６）



ＩＣＴ（情報通信技術）
活用の事例

Information and Communications Technology



３Ｄプリンタ／スキャナ活用のプロジェクト（１）

改良あぶみ

障害のある子や小さな子との
乗馬による交流

落馬のリスクから
乗馬の安心感へ



３Ｄプリンタ／スキャナ活用のプロジェクト（２）

町の郷土資料館
にあったあぶみ
を３Ｄスキャン

町教委（学芸員）と
工業試験場の連携

町教委（学芸員）
の協力

データ転送
道総研工業試験場
にて３Ｄプリント

道総研（研究員）
の協力



リアルなＩＣＴ活用の学習

① ３Ｄスキャナを身近なツールに

② データ転送のリアル（町→札幌）

③ ３Ｄプリンタ活用のリアル

① 社会課題の解決に
新技術を活かす

（社会実装のリアル）

② 想定しがたい連携の現実
（みんなで動いてみるもの）

乗馬による交流風景

町の郷土資料館にあっ
た安全性の高いあぶみ

町教委（学芸員）と
道総研工業試験場の連携

３Ｄプリンタ／スキャナの活用（３）

成果の視点



環境への影響、
環境からの影響を考える



●基本的な考え

国が提唱する「みどりの食料システム戦略」に沿って、本校生徒が、
地域の園芸作物をモデルとし、現代の農業が抱える課題について解決
を目指す。

① 脱炭素社会の実現
→ バイオ炭の農地施用（土壌への炭素貯留）
② 環境負荷の低減
→ バイオ炭施用による土壌の物理性の改善。物理性の改善に伴う品質や
収量性の改善

③ 労働時間の縮減
         →環境モニタリングシステムを活用した省力化・精神的ストレスの低減。

ミニトマト、デルフィニウム

環境への影響、環境からの影響を見据えた取組（１）

●具体的な取組

●対象作物



環境への影響、環境からの影響を見据えた取組（２）

ハウスのほ場に炭を施用

生徒自ら炭を製造
（いろいろな原料を試行錯誤）



環境への影響、環境からの影響を見据えた取組（３）

北海道農政部・振興局の支援
○出前授業
○地域農業者のもとでの授業
○GAP取得の指導・助言

○ 将来に向けた農業高校
の教材

○ 農業高校のプロジェク
ト学習の充実

○ 農業高校と地域の関係
機関とのフラットに話す
場の設定



（農業高校と関係機関とフラットに話す場の設定）
地域の技術的な課題に、農業高校（生徒と先生）が参画するプラット

フォームの形成

⇒ 農業高校が持続的に地域に関わる仕組みづくり

（農業高校のプロジェクト学習の充実）

本格的な課題化・実用化にさきがけ先行する試験

⇒ 地域課題に連動していけるようなプロジェクト研究

生徒が地域課題に貢献するというモチベーション

（将来に向けた農業高校の教材）

ＳＤＧｓなど将来課題を理解し行動するための教材

⇒ 生徒が活躍するであろう将来の世界を見すえる視点での取組

36

環境への影響、環境からの影響を見据えた取組（４）



環境への影響、環境からの影響を見据えた取組（５）



環境への影響、環境からの影響を見据えた取組（６）

（農業高校と関係機関とフラットに
話す場の設定）

地域の技術的な課題に、農業高校
（生徒と先生）が参画するプラット
フォームの形成

⇒ 農業高校が持続的に地域に関わ
る仕組みづくり

38

地球温暖化による暑熱
対策などが必要となる
中で、新ひだか町農業
実験センターとともに
地域課題の解決に高校
生が参画



新ひだか町とのみどり戦略
の取組事例はこちらから

園芸コースの生徒のみんなと
町農業実験センターの岡田さん

環境への影響、環境からの影響を見据えた取組（７）



プロジェクトをきっかけに

学校の内外で

チカラを合わせることの

重要性

活用事例から考えること



地域・企業との連携



地域・企業が学校を支援するにあたって留意すべきこと（１）
－ 文部科学省の報告会でお示ししたもの －



地域・企業が学校を支援するにあたって留意すべきこと（２）
－ 文部科学省の報告会でお示ししたもの －



○ 計画を自らの実践につな
げる力

○ 教科に織り込む力

○ 計画する力

事業の
進展

外部の方々に求められること

① 体系的に外部講師の授業、実習、視察
等の組み立て

教職員

校長、教頭等

校長、教頭等

○ 対外的な調整力

（ネットワークを引き継ぐ力）

○ それまでの評価、見直す力

○ 学校基盤を安定する力

○ 対外的に調整力

○ 対外的な調整力

（ネットワークを維持、調整する力）

○ スムースな引き継ぎ

○ シンプルな受け止め

新しい取組をはじめ、拡げ、持続する支援

○ 対外的な調整力

教職員

② 授業内容のとりまとめ、学校カリキュ
ラムとの整合性の確保

○ 組織内の合意形成

○ シンプルな受け止め

③ 将来の産業の創り手を、学校・地域と
ともに育成していこうという組織内のコ
ンセンサスとその情熱の持続

④ 生徒、保護者に見える形で、協働して
創り上げたカリキュラムと進路指導が連
動すること

学校教職員のチカラ



持続する支援 エコシステム

短視眼的な

エコノミー

息長く、30年後、40年後の
担い手育成をめざす

エコロジーのシステムへ



専門高校でのプロジェクトを
きっかけに

生徒の意欲を尊重しつつ
学校と企業、地域とが
同じ土俵に乗ること

仮のまとめ



最後に

ぼくが農業行政にて

心がけてきたこと



自治体農政の可能性
わが国においては、国の農政はあっても、地方自治体の農政は存在しえない、自治体は制度や財政の面から国によってが

んじがらめにしばられて、自治の実態をなすような独自性のある農政は展開できず、そこに農政らしきものがあったとして
も、それは国の農政の単なる代行に過ぎない、ということはいまなお、農政学者、農業経営学者の常識、あるいは通念と
なっている。

・・・農業諸施策では、法制的にも、財政的にも国に権限が集中していること、したがって自治体は国で企画された農政
の単なるパイプ、あるいは末端のエージェントでしかあり得ないということである。

・・・しかしながら、その集権的な国の農政、それが作る自治体の農政環境でもって、自治体が行う農政のすべてを決定
しつくしているものであろうか。厳しい環境のなかにあっても、自治体がそこで主体性を発揮し、それが国の農政のパイプ
であるとしても、パイプとしての自主性を持つ余地はまったくないのであろうか。

・・・その厳しい環境のなかにあっても、自治体レベルの農政担当者が主体的に対応しうる余地が少なからずあって、地
域における農政事象をみる場合にも、環境とその主体とのからみあいとしてみることの必要性を強調したい。

・・・国の農政の単なるパイプ、単なる代行機関に徹し、その域を出ないものから、それに抵抗し、上からの農政をその
地域に適合するよう主体的に組み替えているものまで、そこでの対応の幅はきわめて大きい。しかも、その自治体レベルの
対応の仕方によって、実はその地域農業の振興に大きな差が出てきていることも指摘しなければならない。

・・・成功事例でみられる市町村レベルでの対応の共通点は、・・・独自計画の樹立、指導の一元化、地域農業の組織化、
地域農業マネジメントの確立という四つの機能である。・・・従来の農政は、・・・法律や省令をもって、あるいは補助金
でもって、望ましからざるものを抑制し、望ましいものを助長する。特に、補助金では、物的な土地基盤整備や近代化施設
の導入というハードな局面での整備に重点がおかれている。これに対して、さきの四つの機能は、制度によって決められる
ものでも、補助金によって促されるものでもない。逆にいって、いくら制度を作ったとしても、いくら補助金を積んだとし
ても、これが実現できるものでもない。

その四つの機能は、地域に在住する市町村レベルの農政担当者が、地域農業者とフェイス・ツー・フェイスの関係のなか
で、そのリーダーシップを発揮することによってはじめて実現する・・・。

（「農業経営と自治体農政」高橋正郎、昭和60年）

国からの指導・指示も尊重しなければならないが、
フェイス・ツー・フェイスの関係の中で

地域が柔軟に生き抜く可能性があるのではないか



拙速なスキルアップではなく

変化を続ける環境の中で

柔軟に生き抜く

ヒトづくりに

みんなで取り組むこと
ではないか？

まとめ



いろいろな制約があるけれども、
自分にできる関わり方で、

「きっかけ」を大切にして、

学校、企業、地域みんなで、
がんばりましょう。

これからの
産業、地域の創り手である

若い人たちが

豊かに生きていく「可能性を拡げる」ために。

そして、私たちにできること
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